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１ 札幌市の感染状況の概要と

札幌市役所内の連携について
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派遣

派 遣



■部内庶務経理等

検査 入院・宿泊療養・自宅療養

全体調整等
連絡調整班（管理係）

■医療機関・#7119患者からの検査依頼受付
（患者情報の聞き取り、医師への相談）
※発熱外来の案内
■検体採取場所・方法の調整
（接触者外来、PCRセンター、唾液キット）
■検査結果の陰性通知（一部外来）

＜検体搬送調整チーム＞
■検体搬送先、スケジュールの調整
■検体搬送の手配
■検査結果の通知（陰性）

＜自己検体採取チーム＞
■自己検体採取キットの発送・回収
■検査結果の通知（陰性）

＜クラスター対応チーム＞
■クラスター施設への自己検体採取
キットの発送・回収

＜ススキノPCR検査チーム＞
■すすきの地区の店舗型検査受付

■第1・2・3PCR検査センターの現場運営
■すすきの臨時PCR検査センターの現場運営
■対象者の予約受付
■検査結果の通知（陰性）

■陽性患者の行動調査
■濃厚接触者の特定

＜入院調整チーム＞
■受け入れ可能病院及び病床の確認
■療養判定（入院、宿泊療養、自宅療養）
■患者と病院のマッチング
■病院との連絡調整
■患者の状態変化等による入院・転院調整
■対象者の健康観察

＜患者対応・告知チーム＞
■入院又は宿泊療養決定後の患者への連絡

■重症・中等症者の受入体制の確保
■医療資材の確保・医療機関への提供
■入院待機STの設置調整、運営

＜宿泊療養チーム＞
■宿泊療養施設の運営
■入所・搬送調整
■入所者台帳管理
■入所者の健康管理
■医療従事者確保

＜自宅療養チーム＞
■自宅療養者台帳管理
■自宅療養者の健康管理
■自宅療養者への配食サービス

検査受付調整班

検体搬送調整班

患者調査班

患者対応・入院調整班

医療提供体制構築班

宿泊療養・自宅療養班

PCRセンター班

受付
R3.9.現在札幌市保健所医療対策室 業務フロー図

救急安心センター＃7119
（帰国者・接触者相談センター）

一般電話相談窓口
0570-085-789

■陽性患者の搬送調整・手配
（医療機関、宿泊療養施設）
■搬送に係る車両、運転手等の管理

患者搬送班

■中⾧期的な戦略の検討
■感染対策に係る各種企画・実
施（すすきの地区含む）

戦略的検討班

■一般電話相談窓口の運営

総合案内班

医療機関

■感染データの検証・統計分析
■システムの構築・運用

情報システム班

■日報・報道全般

情報調整班

疫学調査

■ワクチン接種に係る各種調整等

ワクチン接種担当部

■新規陽性者データの一括入力

データ構築班

＜陽性探知チーム＞
■新規陽性者の探知

＜情報管理チーム＞
■厚労省法定報告（HER-SYS）等

＜患者対応・告知チーム＞
■新規陽性者への告知
■患者情報の収集と優先度の確認

患者対応・入院調整班

＜在宅医療チーム＞
■自宅待機・療養者への往診等調整

患者対応・入院調整班

■濃厚接触者の健康観察

健康観察班

■業務調整等

連絡調整班（業務調整係）

ワクチン接種

■医療従事者の派遣体制の確保

人材調整班

札幌市衛生研究所
民間検査機関等

医療機関（発熱外来等）

■移動手段のない疑い患者等の搬送調整・手
配
（接触者外来、PCRセンター）

患者搬送班

■クラスター発生への対応（陽性患者の行動調査・濃厚接触者の選定、施設への立入等）
■クラスター発生施設への支援

＜病院・施設支援＞

疫学調整班

■疫学調整班のクラスター対応支援
（疫学調査支援、感染管理支援等）

厚労省（国立感染症研究所）

■マネジメント支援、人的・物的資源調
整
■その他運営に関する支援全般

厚労省地域支援班（ＤＭＡＴ）

■救急安心センターの運営

医療政策課

■第2入院待機ステーションの現場運営

診療施設担当部

入院受入医療機関
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第１波：令和２年２月

・令和２年１月２６日 海外からの観光客が１例目
・さっぽろ雪まつり終了後に発症者増加傾向

国内外から２０２万人の観光客
→北海道内各地ばかりではなく熊本や千葉にも感染拡大

・北見の展示場、ライブハウスでのクラスター発生
・３月１２日の９名が最多

▶令和２年２月２８日より北海道独自の緊急事態宣言
小中学校の休校、週末の外出自粛

▶感染症総合対策課で従来業務に加えて対応

●中国、イタリアで感染急拡大
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▶令和２年２月２６日発出、
２８日より休校開始

▶文部科学相から
日本全国の小中学校の休校
令和２年２月２８日発出
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第２波：令和２年５月

・１波以降陽性者は断続的にみられていた。４月より連日１０人
を超えるようになり中旬以降は２０人前後に漸増、下旬にかけ
て急増し、５月１日の３６名が最多

・４月２０日前後に病院の大規模クラスターが２件、介護老人
施設の大規模クラスター１件発生

・医療の逼迫と検査陽性率の再上昇（退院基準のみなおし）

▶４月２６日「新型コロナウイルス感染症対策本部医療対策室」
の立ち上げ

●アメリカで感染拡大が続いていた
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札幌市新型コロナウイルス感染症対策本部医療対策室

【総括班】
（総務班）
・市対策本部会議との調整、一般相談窓口の運営、その他庶務的
業務に関すること

（情報調整班）
・日報、広報全般に関すること

（連絡調整班）
・医療対策室内の情報共有化、事業管理等に関すること

【調整班】
（検査受付調整班）
・ＰＣＲ検査の依頼の受理・調整等に関すること

（検体搬送調整班）
・医療機関等との検体搬送の調整に関すること

（患者調査班）
・感染経路の疫学調査に関すること

（健康調査班）
・濃厚接触者の健康観察に関すること

（データセンター）
・感染データの検証・統計分析、システムの構築等に関すること

（ＰＣＲセンター）
・ＰＣＲセンターの運営に関すること

【医療調整班】
＜札医大支援チーム＞
（医療調整総括班）（入院調整班）（患者搬送班）

＜札幌市＞
（患者対応班）
・患者情報の把握、搬送の優先順位に関すること

（入院調整班）
・入院患者の調整に関すること

（患者搬送班）
・病院への患者搬送の手配に関すること

【医療体制整備班】
（医療提供体制構築班）
・医療提供体制の構築（機能分担整理・空床補償制度等）に関すること

【宿泊療養調整班】
（宿泊療養調整班）
・宿泊療養施設の患者調整に関すること

※危機管理対策室
（宿泊療養増設管理班）
・宿泊療養施設の増設、管理に関すること



札幌市保健所医療対策室https://www.city.sapporo.jp/gikai/html/documents/05_021007_kennsyou.pdf

はじめに 
世界中で猛威を振るっている新型コロナウイルス感
染症(COVID-19)の 感染者が、札幌市内で初めて確認
されたのは令和2年2月 14 日でした。 北海道で第1波
と呼ばれる市内での感染拡大は、3月上旬にピークに
達し た後、3月末にかけて一旦収束するかに見えま
した。 
介護老人保健施設「茨戸アカシアハイツ」に隣接す
る「茨戸デイケアセ ンター」の利用者が発症したの
は 4 月 9 日で、その後「茨戸アカシアハイ ツ」内で
感染は潜行し拡大していきました。茨戸アカシアハ
イツでの集団 感染を探知した 4 月下旬にはすでに多
くの入所者が感染し、最終的に入所 者 71 名、職員 
21 名が感染し、関連して 17 名の入所者がお亡くなり
にな るという、大きな集団感染事案となりました。 
同時期、全国的にも感染は拡大し、札幌市において
も、5月4日には患 者数 352 名、5月7日には入院者数 
197 名となる、まさに第2波のピーク を迎えていまし
た。 

茨戸アカシアハイツでの集団感染事案におきまして
は、これまでに、施 設に対する札幌市の支援の在り
方や、介護が必要な方への医療提供などに つきまし
て、本当に多くの方々から、ご意見をいただきまし
た。 
札幌市では、今回の集団感染事案の経過や対応を整
理し、検証を行うこ とで、今後の発生予防と早期探
知・早期終息のため、また施設等の入所 者、職員を
守るため、関係機関や関係団体とも連携し、本報告
書に示した 感染防止対策等をこれまで以上に進めて
いくこととしております。 

なお、本事案への対応にあたりまして、厚生労働
省、北海道並びに札幌 医科大学、北海道大学、札幌
市医師会、各医療機関、関係団体等から多数 の御支
援と御協力をいただきましたことに心より感謝を申
し上げます。 
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第３波：令和２年１１月

６月：現地対策本部の機能を充実させ、施設病院のクラスター対応の徹底

７月：昼カラオケのクラスター発生 陽性者数は減少傾向だが、後半より接
待を伴う飲食店の陽性者の増加、特設の検査場を設ける等対策開始。
感染防止のために積極的に関わっていく場を設けていく。

８月：バイト等を介しての専門学校生や大学生への広がりあるが学校での拡
大はほとんど見られず。

９月：市中感染が広がり始め、コールセンターなど会社等に徐々に感染が広
がる。接待をともなう飲食店の従業員同士が集まるような場所を
媒介して店舗間への拡大あり。シルバーウィークの人流増加あり。

１０月：リンク不明者が増え、クラスターが増え、感染爆発への前兆あり

全国他都市で見られていた
８月の感染ピークはみられなかった

に至るまでの間に、、、
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・相談窓口の強化

・外注検査の増強（大学との連携）

・宿泊療養の増強（北海道と大学との連携）

・医療者の確保・透析患者対応の検討

・自宅療養のマニュアルの作成・オンライン診療体制

・介護を要する陽性者の受け入れ医療機関、後方ベッドの確保

・インフル流行も見据えて発熱外来の準備（医師会との連携）

・搬送手段の確保

・疫学調査体制の強化

・現地対策本部を基盤としたクラスター対応の体系化

・医療対策室内の連携の強化

・陽性者情報のとりまとめと分析（大学、企業との連携）
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第３波：令和２年１１月

・１１月に受け入れ医療機関でのクラスターが相次ぎ医療の早期
の逼迫を認めた。

・感染者数が急増し、２ヶ月間にわたり高いレベルでの感染者
数が継続した

・n-CPAPの有効性が明らかとなり気管内挿管を要しない中等症
が増加したが、重症者数は２波とほぼ同じレベル

・陽性者が増えたが、患者層が広くなり宿泊療養者が増加。自宅
での待機者も見られるようになった。

・施設や病院のクラスターが増え、対応件数は２９件、現地対策
本部も９件必要とした。
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▶10月 28日 ステージ２
11月  ７日 ステージ３
11月17日 警戒ステージ４相当

▶DMAT、国立感染症研究所、全国自治体看護師など全国から
の支援を受けての対応

▶医療機関にむけて「緊急要請事項」を依頼
▶施設での陽性者も、施設で医療をうけて必要なタイミングで

入院。 施設に留めた入院適応患者 116 

病院に留めた入院適応患者 614

施設からの入院 245

病院からの入院 256

自宅からの入院 592

ホテルからの入院 180

合計 2003 

36%
64%

施設・病院に留めた数

受け入れ病院に入院した数



令和２年
１２月４日



札幌市保健所医療対策室

・ワクチン体制の整備開始

・変異株への対応

・検査体制のさらなる拡充

・入院医療機関のさらなる確保

・自宅療養や施設内への医療導入のための医療者への講習会

・クラスターによる職員不足への職員派遣システムの構築

・クラスター対応チームの結成

・感染拡大防止のための講習会（施設、病院）

・患者数増減に対応しうる医療対策室の流動的な人員配置

第３波のあと、４波にそなえて



第４波：令和３年５月
・アルファ株の探知は3月上旬だったが、陽性者全員の変異株検

査と厳密な疫学調査にてリンクを追っていき拡大のスピードを
抑えていたが、4月下旬には、押さえ切れなくなり一気に陽性
者増加
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大阪の状況とその対応へのタイムリーなアドバイスと支援

感染者の急増により重症・中等症患者の増加

・SpO2モニタの陽性者への配布

・告知、健康観察体制の強化

・救急車の搬送先としての「救護所」
としての酸素ステーション設置

・自宅への電話診療、往診体制の強化

・施設への診療体制の強化

・病院の機能分担



札幌市保健所医療対策室

第４波：令和３年５月
・医療が逼迫し、医療が必要な人を適切に医療につなげることを目標にして対応を行った

・感染者数の増加率はものすごく急だったが、減少も早かった。

・救護所としての「入院待機ステーション」で酸素投与を開始した

・在宅診療やオンライン診療を組織的に開始した

・クラスターの対応件数は６５件と非常に多かった。小規模の現地支援班で１施設を対応
した。クラスター対策は遅滞なく行うことができ、施設と医療のマッチングも84.2％の
施設で行うことができ、施設内に残された陽性者に対しステロイド投与や酸素投与を適
切なタイミングで行うことができた。

・アルファ株になってから、学校、幼稚園、保育園のクラスターが増加した

・ワクチンの効果がみられ、病院のクラスターは6月以降見られなかった
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要入院患者の変遷
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入院待機ステーション運用状況

自宅

病院

入院待機
ステー
ション
（FC）

274名

240名

1名

73名（27％）

175名（64％）

2名
（1％）

宿泊

施設

自宅

病院

宿泊

施設

29名

4名

24名（9％）



往診実施状況
要緊急入院
（S残）

入院待機
ステーション
（ファースト
クリニック）

往診

132名

101名

31名

自宅療養

入院

入院待機ステーション
（ファーストクリニック）

81名（60％）

48名（36％）

6名（4％）

S残から42名

FC残から6名
（退所後2日以内３）

S残から53名

FC残から25名

要緊急入院の
52％を自宅療養へ



往診結果

• 診療種別
• 往診実施70名、電話診療＋訪問看護のみ2人、電話診療のみ60人

• 対応のべ600回、往診95回、電話診療446回、訪問看護29回

• 要緊急入院（Ｓ）の状況
• 1日未満103名（79%、うち入院34名、FC5名、自宅64名）

• 1日以上29名（21%、うち入院15名、 FC1名、自宅13名）



往診対応者数推移（5月20日〜6月20日）

5月20日5月21日 5月22日 5月23日 5月24日5月25日 5月26日 5月27日5月28日 5月29日 5月30日 5月31日 6月1日 6月2日 6月3日 6月4日 6月5日 6月6日 6月7日 6月8日6月9日 6月10日 6月11日 6月12日 6月13日 6月14日 6月15日 6月16日 6月17日 6月18日 6月19日 6月20日
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在宅酸素：208人日



札幌市保健所医療対策室

・デルタ株への検査対応、PCR検査の多様化（訪問PCR検査）

・ワクチン接種率の上昇への取り組み（ワクチンキャラバン隊）

・陽性者急増に対する告知・健康観察体制の強化

・機能分担できる入院体制の強化

（妊婦、小児、透析、脳神経外科、精神科）

・往診、電話診療医を増やすための講習会

・コールセンターやデパ地下への感染拡大防止のための現地訪問

・感染拡大防止のための講習会（施設、病院）

・患者数増減に対応しうる医療対策室の流動的な人員配置

第４波のあと、５波にそなえて



札幌市保健所医療対策室

第5波：令和3年8月
・デルタ株１例目は6月下旬に覚知
・8月上旬にはオリンピックマラソンも控えている状況
・暑さが厳しくなく窓を開けての換気ができる季節
・往診、電話診療対応医療機関や訪問看護ステーションの増加
・５波への準備が早かったため、人員動員がタイムリーに
・検査への時間を短縮し、陽性者対応を迅速に行い、疫学で新規陽性者の拡大

を抑え、陽性者の増加率を抑えていくことで病床の急激な逼迫を防ぎ、医療
が必要な人を適切に医療につなげていくことが可能に

・クラスターの規模が小さくなったが、ブレイクスルー例がみられるように

▶ワクチンの効果があり、高齢者の陽性者数が減少
▶緊急事態宣言の発動
▶マスコミでのコロナ報道の増加



札幌市危機管理対策室参与

岸田 直樹 先生 より





派遣

派 遣



■部内庶務経理等

検査 入院・宿泊療養・自宅療養

全体調整等
連絡調整班（管理係）

■医療機関・#7119患者からの検査依頼受付
（患者情報の聞き取り、医師への相談）
※発熱外来の案内
■検体採取場所・方法の調整
（接触者外来、PCRセンター、唾液キット）
■検査結果の陰性通知（一部外来）

＜検体搬送調整チーム＞
■検体搬送先、スケジュールの調整
■検体搬送の手配
■検査結果の通知（陰性）

＜自己検体採取チーム＞
■自己検体採取キットの発送・回収
■検査結果の通知（陰性）

＜クラスター対応チーム＞
■クラスター施設への自己検体採取
キットの発送・回収

＜ススキノPCR検査チーム＞
■すすきの地区の店舗型検査受付

■第1・2・3PCR検査センターの現場運営
■すすきの臨時PCR検査センターの現場運営
■対象者の予約受付
■検査結果の通知（陰性）

■陽性患者の行動調査
■濃厚接触者の特定

＜入院調整チーム＞
■受け入れ可能病院及び病床の確認
■療養判定（入院、宿泊療養、自宅療養）
■患者と病院のマッチング
■病院との連絡調整
■患者の状態変化等による入院・転院調整
■対象者の健康観察

＜患者対応・告知チーム＞
■入院又は宿泊療養決定後の患者への連絡

■重症・中等症者の受入体制の確保
■医療資材の確保・医療機関への提供
■入院待機STの設置調整、運営

＜宿泊療養チーム＞
■宿泊療養施設の運営
■入所・搬送調整
■入所者台帳管理
■入所者の健康管理
■医療従事者確保

＜自宅療養チーム＞
■自宅療養者台帳管理
■自宅療養者の健康管理
■自宅療養者への配食サービス

検査受付調整班

検体搬送調整班

患者調査班

患者対応・入院調整班

医療提供体制構築班

宿泊療養・自宅療養班

PCRセンター班

受付
R3.9.現在札幌市保健所医療対策室 業務フロー図

救急安心センター＃7119
（帰国者・接触者相談センター）

一般電話相談窓口
0570-085-789

■陽性患者の搬送調整・手配
（医療機関、宿泊療養施設）
■搬送に係る車両、運転手等の管理

患者搬送班

■中⾧期的な戦略の検討
■感染対策に係る各種企画・実
施（すすきの地区含む）

戦略的検討班

■一般電話相談窓口の運営

総合案内班

医療機関

■感染データの検証・統計分析
■システムの構築・運用

情報システム班

■日報・報道全般

情報調整班

疫学調査

■ワクチン接種に係る各種調整等

ワクチン接種担当部

■新規陽性者データの一括入力

データ構築班

＜陽性探知チーム＞
■新規陽性者の探知

＜情報管理チーム＞
■厚労省法定報告（HER-SYS）等

＜患者対応・告知チーム＞
■新規陽性者への告知
■患者情報の収集と優先度の確認

患者対応・入院調整班

＜在宅医療チーム＞
■自宅待機・療養者への往診等調整

患者対応・入院調整班

■濃厚接触者の健康観察

健康観察班

■業務調整等

連絡調整班（業務調整係）

ワクチン接種

■医療従事者の派遣体制の確保

人材調整班

札幌市衛生研究所
民間検査機関等

医療機関（発熱外来等）

■移動手段のない疑い患者等の搬送調整・手
配
（接触者外来、PCRセンター）

患者搬送班

■クラスター発生への対応（陽性患者の行動調査・濃厚接触者の選定、施設への立入等）
■クラスター発生施設への支援

＜病院・施設支援＞

疫学調整班

■疫学調整班のクラスター対応支援
（疫学調査支援、感染管理支援等）

厚労省（国立感染症研究所）

■マネジメント支援、人的・物的資源調
整
■その他運営に関する支援全般

厚労省地域支援班（ＤＭＡＴ）

■救急安心センターの運営

医療政策課

■第2入院待機ステーションの現場運営

診療施設担当部

入院受入医療機関









札幌市保健所医療対策室

常勤職員に加え、
２～４週間で交代の応援職員７００人

さらに１０区に対策室を設置し
総勢１０００人で

コロナに立ち向かう札幌市医療対策室の
連携のポイントは？



・毎朝平日は ９：００〜
土日祝日は１０：００〜

・局長職、部長職、班の班長の課長職が
参加、感染状況の全体把握と今後の方
向性について、日々の課題を検討する

・オンラインにて、本庁部局、衛生研究
所それぞれの班が参加。

市全体で情報共有を行う市長、副市長の参加する
ミーティングも、平日、毎日行われている

定例ミーティング



毎朝の定例ミーティング
その月ごとに大切なことを伝える

ミッション
情報を共有するシステム



5月新型コロナウイルス感染症対策方針
（ミッション）

１ 検査・疫学・療養のレベルを揃えて感染対策を進める

◆第４波の感染拡大を抑えるとともに、

● 最速に検査が出来るよう運営する

救える命を確実に救うための重点方針

● レベルを合わせて可能な限りの疫学調査を実施
● 入院、宿泊・自宅療養の判断を適切に行い、必要な人を確実に医療へアクセスさせる
● 病院や福祉施設等で感染者が発生した場合、施設等と協力して隔離を進め、

必要な人を医療へアクセスさせる
２ 職員一丸となって新型コロナ対策を進める

● 日々の感染状況から医務監を中心として適切なレベルを定める
● 職員は相互に工夫・協力して、全体のレベルを維持できるよう努める
● 市役所一丸となって対策を進めるため、適切な応援を求めていく
● 職員は健康管理に努め、マスク着用、手指消毒、体調管理を徹底し、「黙食」を実践



9月新型コロナウイルス感染症対策方針
（ミッション）

２ 感染拡大と重症化を未然に防ぐ

◆第５波を完全に抑え込むための重点方針

● 積極的疫学調査の徹底により感染の拡大を阻止する。特に子どもたちの感染拡大に

● ロナプリーブ投与によりハイリスク患者の重症化を積極的に予防する

３ 職員一丸となって新型コロナ対策を進める
● 職員は相互に工夫・協力して、全体のレベルを維持できるよう努める

● 職員は健康管理に努め、マスク着用、手指消毒、体調管理を徹底し、「黙食」を実践
● 現状の課題を分析し、解決方法を見出すことにより、今後の対策に確実に繋げる

１ ワクチン接種を着実に進める
● 個別医療機関においては、更なる接種能力の拡充につながるよう引き続き協力を求める
● 集団接種会場においては、ワクチンの供給量を見極めながら接種能力の拡充を図る

注意する

● 入院待機ステーションの活用のほか、自宅療養者の往診や電話診療の強化により

● 若年層向けの接種勧奨についての準備を進める

必要な人の早期医療アクセスを実現する
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24％↓応援職員一人一人が
何を目標に
取り組むかを示す



札幌市保健所医療対策室

陽性者の情報を一元化して管理できる
支援ツールの開発

○札幌市独自のツールで国のHER-SYSより前に作成、運用
○柔軟な対応が非常にしやすく、住基システムとの連動で、ワクチン接種歴の管

理もしやすくなった
○「こびまる」という健康観察ツールも札幌医大と協力して開発し、宿泊療養だ

けではなく自宅療養の健康観察にも用いている

●初期には各部門それぞれがデータをエクセル管理しており、データがつながら
なかったが支援ツールでデータを一元化

●市職員の中で、ITに詳しい人材を集中して情報システム班を立ち上げ、企業さ
んとともにシステムを開発運用。

●運用管理を情報システム班が毎日しっかりと施行
●市内１０箇所の区役所に感染対策室を設ける際、撤収する際に業務の移行が円滑

▶札幌市の陽性者の方の状態を取りこぼさず管理



医療対策室

ワクチン部門Covid19対策事務
支援ツール

各区
対策室

情報の集約による
部門間の

情報共有と連携

市 民

こびまる
健康観察アプリ

クラウド

ワクチン接種情報の連携

参照

集約された情報
の参照による円
滑な連携

検査案内

検査部門 入院調整部門 疫学部門 宿泊療養部門 自宅療養部門

連携

入院調整 疫学調査 健康観察 健康観察

クラスター情報

検査情報

入院調整情報

健康観察

入所調整



医療対策室の
運営で大切なのは。。



本部⾧である札幌市⾧の
感染に向き合う真摯な姿

指揮命令系統



札幌市保健所医療対策室

２ 札幌市保健所と

大学との連携について



コロナ診療における
入院受け入れ

宿泊療養の運用と
療養中の医療介入

入院調整業務

状況に合わせた
PCR検査

クラスター対応にお
ける現地視察

透析医療機関
対応

換気の調査

データの解析と傾向

解析を基にした
戦略案



医療者の判断や動きが必要な部分を、迅速に手
助けしてくれています。

現場の課題をタイムリーに提供していただき、
解決に向け実際に動いてくださってています。

専門知識を活かした知見をいただいています

深く感謝しております。



札幌市保健所医療対策室

３ クラスター対応と

医療機関や福祉施設との連携について
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コールセンターG

その他（会社等）G

保育園G

学校・幼稚園G

施設G

病院G

接待を伴う飲食店G

職員利用者を問わず１名陽性者がで
たら介入

支援G（R3.1発足）

職員生徒を問わず１例陽性者がでた
ら介入

１例陽性者がでたら介入

施設の状態や患者の発生状況等を考
慮し、陽性者の人数は問わず必要に
応じて介入

従業員から陽性者が１名発生した段
階、または、別グループの利用者が
３名以上になった場合に介入

感
染
状
況
に
応
じ
対
応
の
レ
ベ
ル
を
柔
軟
に
変
更

疫学調整班

職場等が感染の場となる場合、
そこの感染拡大防止のため、
職場の濃厚接触者の同定、
一斉検査や感染拡大防止策に
ついて支援し、今後の感染拡大
防止のための分析を行い、
フィードバックしていく

施設・病院・企業への立ち入りを
行い、支援やアドバイスを通し
感染拡大防止策を強化する

札幌市の
クラスター対応
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札幌市保健所医療対策室

第３波での施設でのクラスター対応

陽性者を入院させることで空間的分離を行い感染拡大を防ぐ
陽性者を入院させることで、患者数を減らし現場負担を減らす

陽性者を入院させられないので

施設でのゾーニングを行い、感染拡大を防ぐ
人材確保により、病院や施設の医療、看護、介護レベルを維持する



札幌市保健所医療対策室

支援G：
疫学調整班として、主に新型コロナウイルスが流行している施設・病院への立ち入りを行い、支援やアドバイスを通し
感染拡大防止策を強化する

総括G
・施設概要を把握し立ち入り必要施設の判断と調整

・支援目標の設定と共有 ・支援の方向性の共有と発信

医師G

・支援目標の設定
・現状分析と課題抽出
・施設病院との情報共有
・支援方法の決定
・感染管理指導

看護師G

・実際の現場支援
・現場職員のケア
・感染管理指導
・人員不足の試算
・環境整備

ロジG

・現状分析と課題抽出に必要な
情報収集

・感染管理に必要な貼付物等の作成
・情報共有のための資料作成
・人的、物的資材の手配の調整
・支援の方向性の共有

支援G : 医師＋看護師＋ロジで１ユニットとして活動する

支援の目標
施設、病院が、感染対策を行いながら自立して運営できるように手助けをする
施設内、施設外への感染拡大を防止する

疫学調整班医師職 施設病院支援班看護師
（旧：現地対策本部看護師） 疫学調整班職員

感染研 DMAT JMAT:地元のDr 市内ICN 感染研DMAT

DMAT



札幌市保健所医療対策室

系統だった支援方法の確立

感染状況の確認
検査状況
入所者の状況
濃厚接触者の範囲
病棟隔離解除日

感染管理支援
（ゾーニング、PPE内容決定、感染管理指導）

医療体制（急変時、健康観察、医療提供範囲）
人的支援
物的支援
環境整備支援（食事、洗濯、ゴミ、リネン）
職員ケア（生活環境整備、精神的ケア）





クラスターは災害です。

災害が起こって大変なところにすぐに必要なのは、現場で困っていることにあっ
た「支援」です。指導や指示は正しいかもしれないけれど、すぐにできることばか
りではなく、なかなかむずかしいことともあります。

その施設を訪問し、その場面にあった支援をともに考え、できることの中でのベ
ストを提案し、環境をつくっていく。経過に応じ、対応も変化させていく。

共に考え、共に戦っていくのが札幌市のクラスター対応の基本方針です。

クラスターが発生すると、身体的、心理的、社会的にさまざまな困難が生じま
す。保健所では皆さんよりちょっと多くクラスターを経験してきています。その経
験をいかし、少しでも困難が少なくなり、その施設に関わる全ての人にとっての最
良の方法をとることができるよう支援を続けていく使命があると考えています。

札幌市のクラスター対応の基本方針



支援の連鎖



クラスターで支援に入った病院が
受け入れ医療機関になってくれる



クラスターを経験後、
受け入れ医療機関になってくれた医療機関

31%
クラスター経験

医療機関



クラスターで支援に入った病院施設さんが
新たにクラスターになった
施設や病院を助けるために
看護師さんや介護士さんを

派遣してくれる



札幌市保健所医療対策室

４ 札幌市保健所と

札幌市医師会との連携について



PCR検査センター

在宅診療
電話診療

ワクチン接種

発熱外来

透析患者
妊婦 小児

精神科 対応

講習会

夜間急病センター

受け入れ医療機関

情報提供



札幌市保健所医療対策室

札幌市の感染状況のグラフ



札幌市保健所医療対策室

「札幌市全体を大きな医療機関と考え対策を行っていく必要がある」

第１部

重点医療機関での診療
往診での診療
クラスター施設内での診療
透析医療機関の対応

第２部

往診、電話診療のしくみづくり
宿泊療養機関での対応
コロナ陽性の透析患者への対応
透析ME派遣事業
精神科看護師派遣事業
札幌市の感染状況の分析業務

どこで、どんな人が、どんなふうにコロナと戦っているのかがお互いに
みえにくい。 市内の医療機関のみなさんにそれを知ってもらうことで
デルタ株対応における医療体制を築きやすくなるのではないか。

※医療者、行政関係者の方へ視聴用のURLを配布いたします。
ご希望の方は、covidsapporo@gmail.comまで



コロナの治療は、マニュアルにはでているけれど、実際にはど
の治療をどんな場面で、どのようにおこなっているの？

年齢によってステロイドの投与量は変えたほうがいいの？
どんな副作用がでるの？

感染症が専門ではないので、診療が不安
困ったときにはどこに相談したらいい？

情報交換することで解決することが多い



医師会員への情報の提供、
講習会の実施

医師からの意見のフィードバック

さまざまな協力の呼びかけ



札幌市保健所医療対策室

ま と め



感染対策で大切なのは



自分ごととしてとらえること
状況に合わせた柔軟な対応
正しい情報の適切な発信



御視聴いただきまして、誠にありがとうございます

困ったときはいつでもお気軽に保健所までお問い合わせください


